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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第12期

第２四半期連結
累計期間

第12期
第２四半期連結
会計期間

第11期

会計期間

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
　　７月１日
至　平成20年
　　６月30日

売上高 (千円) 11,268,8675,807,09234,555,246

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) △ 434,237△ 91,723 674,226

四半期（当期）純利益
又は純損失（△）

(千円) △ 1,617,846△ 458,859160,901

純資産額 (千円) ― 4,923,5606,494,429

総資産額 (千円) ― 21,404,75022,855,676

１株当たり純資産額 (円) ― 82,252.40113,223.73

１株当たり四半期（当
期）純利益又は純損失
（△）

(円) △27,953.63△7,772.512,807.41

潜在株式調整後１株当
たり四半期（当期）純
利益又は純損失（△）

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 22.9 28.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 661,828 ― △ 773,420

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 475,245 ― △ 2,162,835

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 580,348 ― △ 2,289,299

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 526,112 919,878

従業員数 (人) ― 592 642

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

また、当第2四半期連結会計期間及び連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については四半期

純損失を計上しているため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第2四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社関係会社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(人) 592(1,077)

(注) １　従業員数は、就業人員（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グルー

プへの出向者を含む。）であります。

２　従業員数欄の［外書］は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　人材アウトソーシング事業の派遣従業員は含めておりません。

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(人) 45(22)

(注) １　従業員数は、就業人員（当社から当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社への出向者を含

む。）であります。

２　従業員数欄の［外書］は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第２四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円)

その他事業 243,258

合計 243,258

(注) １　金額は仕入価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　その他事業については、ビジネスサポート事業について記載しております。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

コンサルティング事業 104,859 7,470

合計 104,859 7,470

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　その他の事業セグメントについては、提供するサービスの性格上、受注実績の記載になじまないため記載して

おりません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

３ＰＬ事業 1,980,016

人材アウトソーシング事業 374,048

コンサルティング事業 128,145

納品代行事業 2,536,390

金融事業 96,526

リサイクル事業 407,087

その他事業 284,878

合計 5,807,092

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　セグメント間取引については相殺消去しております。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

(1）業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国の金融不安に端を発した株式市場の低迷をはじ

め急激な円高が企業収益を圧迫するとともに、雇用情勢の悪化や個人所得の伸び悩みによる消費の低迷な

ど景気は後退局面に入りました。

物流・流通業界においては原油をはじめとする資源価格の高騰は下落基調にあるものの、景気悪化によ

る消費マインドの低迷や、企業収益減少に伴う設備投資の抑制などにより国内貨物輸送需要は減少傾向に

あり厳しい経営環境にあります。加えて人材アウトソーシング業界においては、一部企業の、派遣契約の見

直しや派遣契約更新の見送りといった雇用調整の動きが見られ、厳しい局面にあります。

このような経営環境のなか、当社グループは、原点回帰のもと、3PL事業、通販支援事業、人材アウトソーシ

ング事業をコア事業と位置づけ、「選択と集中」をコンセプトに、経営資源集中による収益力の強化に努め

ておりますが、景気の後退局面は予想を上回る状況で推移しており、コア事業の再編も含め全社的な事業の

見直しを推進しております。３PL事業並びに通販支援事業は、大都市圏ではほぼ予想通りの物量を確保して

おりますが、地方都市での物量が想定値以上に落ち込みを見せており、収益を圧迫しております。

人材アウトソーシング事業は、人材派遣業に対する風評や「派遣切り」に代表される雇用調整等により

事業の存続等を含めた建て直しが必要となってきております。納品代行事業は、百貨店のマーケット縮小が

予想を上回る規模で進んでおりますが、リストラが順調に進んだ結果、収益力を高めることができました。

当社グループとしましては、３PL事業をはじめコア事業への経営資源の投入を積極的に行い、更なる経営

の合理化、スリム化を行って参ります。

その結果、当第2四半期連結会計期間の売上高は5,807百万円となり、営業損失20百万円、経常損失91百万

円、四半期純損失は458百万円となりました。

セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

　

(３ＰＬ事業)

大阪フルフィルメントセンターの稼動や関東地区の業績が順調に推移するものの、関西地区の一部既存

クライアントの業務縮小や経済状況の悪化により倉庫の稼働率が低下しております。その結果、売上高は

1,980百万円となりました。

(人材アウトソーシング事業)

人材派遣業の需要激減はもとより請負事業の需要減速もあり、収益を圧迫する結果となり、売上高は、374

百万円となりました。

(コンサルティング事業)

通販支援事業による通販サイトの立上げならびにシステム投資を継続している結果、売上高は、128百万

円となりました。
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(納品代行事業)

百貨店の市場環境は依然厳しく推移しておりますが、積極的な営業活動並びにコスト削減効果により売

上高は2,536百万円となりました。

(金融事業)

リース売上並びに不動産ファンドより上がる収益により、売上高は、96百万円となりました。

(リサイクル事業)

引き続き、容器包装リサイクル事業での処理ならびに物流パレット製造が順調に稼動しました。その結

果、売上高は、407百万円となりました。

(その他事業)

その他事業はビジネスサポート事業、その他で構成されており、売上高は284百万円となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比して212百

万円増加し526百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、628百万円となりました。これは主として、貸倒引当金の増加266百万円、

仕入債務の増加424百万円、その他449百万円があった一方で税金等調整前四半期純損失442百万円、売上債

権の増加410百万円となったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、549百万円となりました。これは主として定期預金の預入による支出100

百万円、有形固定資産の取得による支出359百万円、短期貸付金の増加116百万円があったこと等によるもの

であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果取得した資金は、133百万円となりました。これは主として短期借入金の減少110百万円、

長期借入金の返済による支出106百万円及びリース債務の返済による支出69百万円があった一方で長期借

入れによる収入400百万円となったこと等によるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

(4）研究開発活動 

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等はあ

りません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 205,036

計 205,036

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 59,698 59,698

大阪証券取引所 
「ニッポン・ニュー
マーケット－ヘラク
レス」

―

計 59,698 59,698 ― ―

(注)　提出日現在発行株数は平成21年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づく新株予約権

（平成15年９月25日定時株主総会決議）

第４回付与分

第２四半期会計期間末現在
(平成20年12月31日)

新株予約権の数(個) 700

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 700(注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円) 122,500(注)２

新株予約権の行使期間
平成18年５月19日から
平成24年９月24日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　122,500
資本組入額 　61,250

新株予約権の行使の条件 (注)４

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)５

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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第５回付与分

第２四半期会計期間末現在
(平成20年12月31日)

新株予約権の数(個) 550

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の数(株) 550(注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円) 122,500(注)２

新株予約権の行使期間
平成18年５月19日から
平成24年９月24日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　122,500
資本組入額 　61,250

新株予約権の行使の条件 (注)４

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)５

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

第６回付与分

第２四半期会計期間末現在
(平成20年12月31日)

新株予約権の数(個) 575

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 575(注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円) 122,500(注)２

新株予約権の行使期間
平成18年５月19日から
平成24年９月24日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　122,500
資本組入額 　61,250

新株予約権の行使の条件 (注)４

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)５

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権の目的となる株式数は、122,500円にその時点において対象者が行使請求した新株予約権の数を乗

じて得られた額をその時々における行使価額で除した数とし、当初は新株予約権１個あたり１株とする。調整

後生じる0.01株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × 
１

分割・併合の比率
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また、新株予約権発行後、当社が調整前の行使価額を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分（新株予

約権の行使により新株式を発行又は自己株式を処分する場合を除く）を行う場合は、次の算式により行使価

額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後

行使価額
＝

既発行

株式数
×
調整前

行使価額
＋
新発行株式数

(又は処分する自己株式数)
×
１株あたり払込金額

(又は１株あたりの処分価額)

既発行株式数　＋　新発行株式数(又は処分する自己株式数)

また、その時点における行使価額を下回る価額により新株式の発行又は自己株式の移転を受けることができ

る新株予約権又は新株予約権が付された新株予約権付社債の発行が行われる場合にも上記調整式によって調

整される。この場合において、１株あたりの払込金額は、当該新株予約権を行使した場合の１株あたりの新株

式の発行価額（旧商法第280条ノ20第４項(平成13年改正前商法）による。以下同様とする。）又は自己株式の

処分価額（当該新株予約権の発行価額と当該新株予約権の行使の際の払込額の合計額をいう。以下同様とす

る。）をいう。

３　新株予約権の発行価額は無償とする。

４　権利行使の条件は以下のとおりとする。

（社内対象者）

社内対象者は、新株予約権の行使時においても、当社、当社関連法人又は当社の子会社（財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則第８条３項に定める「子会社」を意味する。）若しくは当社の関連会社（財務

諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則第８条３項に定める「関連会社」を意味するものとし、当社関

連法人及び当社の子会社とともに「当社関連法人等」と総称する。）の取締役、監査役又は使用人としての地

位（以下「権利行使資格」という。）を保有していることを要するものとし、社内対象者が権利行使資格を

失った場合には、社内対象者は権利行使資格喪失時以降新株予約権を一切行使することができないものとす

る。ただし、任期満了等その他正当な理由のある場合はこの限りではない。

（社外対象者） 

社外対象者が以下の各号のいずれかの場合に該当するときは、当該社外対象者は付与された新株予約権の行

使資格（以下「権利行使資格」という。）を失い、以後新株予約権を行使することはできないものとする。

ａ　社外対象者が本件プラン制定日において、取引先企業において有する地位を、理由の如何を問わず喪失し

た場合（ただし、かかる地位が使用人である場合において、当該取引先企業の役員（執行役を含む。）と

なるとき、及び社外対象者が次項以下の規定に従い社内対象者権利行使資格（次項に定義される。）を取

得したときを除く。なお、社外対象者が社内対象者権利行使資格を取得した場合は、その行使については

次項以下の規定に従うものとする。）

ｂ　社外対象者が所属する取引先企業が、当社と当該取引先企業との間で締結した契約の条項の何れかに違反

した場合（但し、社外対象者に帰因すべき違反に限られるものとし、個別の社外対象者との間で締結され

る新株予約権付与契約において除外された契約に違反した場合を除く。）

ｃ　当社の事前の書面による承諾なしに当社、当社の子会社（財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する

規則第８条３項に定める「子会社」を意味する。）又は当社の関連会社（財務諸表等の用語、様式及び作

成方法に関する規則第８条３項に定める「関連会社」を意味するものとし、当社、当社の子会社とともに

「当社等」と総称する。）と競業関係にある会社の取締役、監査役、使用人、顧問、相談役若しくはコンサ

ルタントに就任若しくは就職した場合。

ｄ　故意又は重大な過失によって当社等に対して損害を与えた場合。

ｅ　禁固以上の刑に処せられた場合。

ｆ　新株予約権を放棄した場合。

社外対象者が当社等の取締役、監査役又は使用人（以下かかる地位を「社内対象者権利行使資格」という。）

に就任又は就職した場合、社外対象者は新株予約権の行使の時においても社内対象者権利行使資格を有する

ことを要するものとし、その後社外対象者が社内対象者権利行使資格を喪失した場合、社外対象者は社内対象

者権利行使資格を喪失した日以降、本株主総会決議に従って付与された新株予約権を一切行使できないもの

とする。但し、以下に掲げる場合は、本項に定める新株予約権の行使制限に関する規定は適用されないものと

する。 

(イ)当社等の取締役又は監査役である社外対象者が、任期満了により退任したにもかかわらず、①　当該当社

等の取締役又は監査役として重任されなかった場合、又は②　他の当社等の取締役又は監査役として選任

されなかった場合

(ロ)当社等の使用人である社外対象者が、会社都合により解雇された場合（懲戒解雇、諭旨解雇又はこれに準

じる場合を除く。）

(ハ)当社等の使用人である社外対象者が、定年により退職した場合

(ニ)社外対象者が重度な傷病により当社等の取締役、監査役又は使用人の地位を退任又は退職した場合（但

し、社外対象者がその職務を遂行することが不能であると当該会社が認めた場合に限る。）
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(ホ)当社取締役会の決議により上記(イ）ないし(ニ）の場合に準じる場合として定めた事由により、社外対

象者が社内対象者権利行使資格を喪失した場合

その他の権利行使の条件は、本株主総会決議および取締役会決議に基づき、当社と引受者との間で締結した新

株予約割当契約に定めるところによる。

５　新株予約権の譲渡につきましては新株予約権割当契約に定めるところによる。

　

（平成20年9月26日定時株主総会決議）

決議年月日 平成20年９月26日

付与対象者の区分及び人数（名）

当社ならびに当社子会社の取締役、従業員 

人数等の詳細については定時総会以後の取締役会にて

決定する。

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

株式の数(株) 500注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円) (注)２

新株予約権の行使期間 平成22年９月27日から平成24年９月26日

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項

①　新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要す

る。

②　新株予約権の譲渡に関し、当社と対象者との間で個

別に締結する新株予約権の割当に関する契約に別

途の規定がある場合には、当該規定の定めるとこ

ろによる。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権の目的である株式の種類は当社普通株式とし、新株予約権1個あたりの目的である株式の数（以下

「付与株式数」という。）は１株とする。 

ただし、本総会後に、当社が当社普通株式につき株式分割（無償割当てを含む。）または株式併合を行う場合、

付与株式数は次の算式により調整されるものとする。 

調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割又は併合の比率 

また、本総会後に、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合、資本減少を行う場合、その他これらの場

合に準じて付与株式数の調整を必要とする場合にも、必要かつ合理的な範囲で、付与株式数は適切に調整され

るものとする。 

調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

２　新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は次により決定される１株当たりの行使価額（以下「行使

価額」という。）に新株予約権１個につき割当てられる株式数を乗じた額とする。行使価額は、新株予約権発

行日の属する月の前月の各日（取引が成立しない日を除く。）の株式会社大阪証券取引所における当社株式

普通取引の終値の平均値に1.05を乗じた価額とし、１円未満の端数は切り上げる。ただし、新株予約権発行日

の株式会社大阪証券取引所における当社株式普通取引の終値を下回る場合は、新株予約権発行日の終値とす

る。 

なお、新株予約権発行日後に当社が株式分割または株式併合を行う場合は、それぞれの効力発生日をもって次

の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × 
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額により新株式の発行または自己株式の移転を受けることができる新株予約権または

新株予約権が付された新株予約権付社債の発行が行われる場合にも適宜調整される。 

更に、①当社が他社と吸収合併を行う場合において、合併契約書により新株予約権を存続会社において承継す

ることが認められたとき、または②当社が会社分割を行う場合において、分割によって設立された会社もしく

は分割によって事業を承継する会社が新株予約権にかかる当社の義務を承継する場合、当社は必要と認める

行使価額の調整を行う。
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３　権利行使の条件は以下のとおりとする。

①　対象者は、新株予約権の行使時においても、当社ならびに当社子会社の取締役、監査役、執行役、従業員また

はこれに準じる地位（以下「権利行使資格」という。）を保有していることを要する。

②　(ｉ)①にかかわらず、対象者が新株予約権の行使期間の開始前に死亡した場合、新株予約権の行使期　間開

始後１年経過する日までの期間に限り、対象者の相続人は、未行使の新株予約権を行使することができ

る。 

(ii)また、①にかかわらず、対象者が新株予約権の行使期間の開始後に死亡した場合、対象者死亡後１年

経過する日までの期間に限り、対象者の相続人は、対象者死亡時に未行使の新株予約権を行使することが

できる。

③　対象者に法令、定款もしくは社内規則に違反する重大な行為があった場合または対象者が当社と競業関係

にある会社の取締役、監査役、使用人、嘱託、顧問またはコンサルタントとなった場合等、新株予約権の発

行の目的上対象者に新株予約権を行使させることが相当でないとされる事由として当社取締役会決議で

定める事由が生じた場合は、新株予約権を行使することができないものとする。

④　③の条件は、その性質に反しない限り対象者の相続人に対しても適用される。

⑤　その他の条件については、本総会及び新株予約権発行にかかる取締役会の決議に基づき、当社と対象者と

の間で締結する新株予約権の割当に関する契約に定めるところによる。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年10月１日～ 
平成20年12月31日

― 59,698 ― 2,752,950 ― 2,936,150

　

(5) 【大株主の状況】

平成20年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

上井　健次 大阪市都島区 12,140 20.4

株式会社バロー 岐阜県恵那市大井町180－１ 1,800 3.0

田渕倉庫株式会社 大阪市西区安治川2丁目2-5 1,105 1.8

トーヨーカネツソリューション
ズ株式会社

東京都江東区東砂8丁目19-20 900 1.5

籔本　雅巳 大阪府池田市 846 1.4

ワールド・ロジ従業員持株会 大阪市住之江区南港南１丁目-1-125 829 1.4

犬伏　正 大阪市住吉区 739 1.2

大阪証券金融株式会社 大阪市中央区北浜２丁目4-6 704 1.1

マネックス証券株式会社 東京都千代田区丸の内1丁目11番1号 634 1.1

山本　智代 大阪市中央区 550 0.9

計 ― 20,247 33.9

(注)　上記のほか、自己株式が280株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　　280 ―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　59,418 59,418 同上

発行済株式総数 59,698 ― ―

総株主の議決権 ― 59,418 ―

(注) １　「完全議決権株式（自己株式等）」欄の普通株式は、全て当社保有の自己株式であります。

２　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が１株（議決権１個）含まれ

ています。

　

② 【自己株式等】

平成20年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ワールド・ロジ株式会社
大阪市住之江区南港南一
丁目1番125号

280 ― 280 0.5

計 ― 280 ― 280 0.5

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　７月 　８月 　９月 　10月 　11月 　12月

最高(円) 31,50028,00020,95016,5409,2205,400

最低(円) 22,51019,11014,7008,1203,4504,000

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所「ニッポン・ニューマーケット―「ヘラクレス」」市場における株価を記載

しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

（退任役員）

　

役名 職名 氏名 退任年月日

常務取締役 － 風間　國義 平成20年10月31日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年７月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 726,112 929,916

受取手形及び売掛金 ※１
 3,854,140

※１
 5,487,492

リース投資資産 125,738 151,896

商品 5,501 35,724

原材料 6,988 6,729

仕掛品 2,658 －

その他 2,002,395 2,154,580

貸倒引当金 △492,766 △203,055

流動資産合計 6,230,768 8,563,284

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※１
 4,365,363

※１
 4,240,511

その他 ※１
 4,150,090

※１
 3,808,097

減価償却累計額 △1,396,734 △1,217,114

有形固定資産合計 7,118,719 6,831,494

無形固定資産

のれん 3,398,950 3,832,557

その他 502,986 526,321

無形固定資産合計 3,901,936 4,358,878

投資その他の資産 ※１, ※２, ※３
 4,134,013

※３
 3,067,727

固定資産合計 15,154,669 14,258,100

繰延資産 19,312 34,291

資産合計 21,404,750 22,855,676

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,567,400 1,249,837

短期借入金 ※１
 5,675,864

※１
 5,983,494

未払法人税等 40,690 29,295

賞与引当金 32,366 26,092

その他 1,419,154 1,391,997

流動負債合計 8,735,476 8,680,718

固定負債

社債 763,000 817,500

長期借入金 ※１
 4,511,296

※１
 4,625,512

リース債務 1,612,024 1,510,266

その他 859,391 727,249

固定負債合計 7,745,713 7,680,527

負債合計 16,481,189 16,361,246
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,752,950 2,752,950

資本剰余金 2,975,178 2,975,178

利益剰余金 △806,990 1,064,106

自己株式 △28,071 △299,007

株主資本合計 4,893,066 6,493,228

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5,793 △71,631

評価・換算差額等合計 △5,793 △71,631

新株予約権 － 30,372

少数株主持分 36,287 42,460

純資産合計 4,923,560 6,494,429

負債純資産合計 21,404,750 22,855,676
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 11,268,867

売上原価 9,807,453

売上総利益 1,461,414

販売費及び一般管理費 ※１
 1,743,700

営業損失（△） △282,285

営業外収益

受取利息 9,254

受取配当金 25

受取賃貸料 13,443

持分法による投資利益 648

その他 20,382

営業外収益合計 43,754

営業外費用

支払利息 155,606

支払手数料 9,807

その他 30,292

営業外費用合計 195,707

経常損失（△） △434,237

特別利益

新株予約権戻入益 30,372

受取和解金 19,981

その他 7,083

特別利益合計 57,438

特別損失

契約解除損失 334,365

固定資産除却損 1,819

投資有価証券売却損 131,641

関係会社株式売却損 282,624

貸倒引当金繰入額 265,000

その他 204,256

特別損失合計 1,219,708

税金等調整前四半期純損失（△） △1,596,508

法人税等 38,740

少数株主損失（△） △17,401

四半期純損失（△） △1,617,846
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 5,807,092

売上原価 4,979,603

売上総利益 827,489

販売費及び一般管理費 ※１
 847,627

営業損失（△） △20,138

営業外収益

受取利息 4,397

受取配当金 25

受取賃貸料 6,571

持分法による投資利益 461

その他 14,656

営業外収益合計 26,113

営業外費用

支払利息 81,823

支払手数料 566

その他 15,309

営業外費用合計 97,698

経常損失（△） △91,723

特別利益

新株予約権戻入益 30,372

その他 6,733

特別利益合計 37,106

特別損失

固定資産除却損 661

貸倒引当金繰入額 265,000

その他 121,977

特別損失合計 387,638

税金等調整前四半期純損失（△） △442,256

法人税等 21,972

少数株主損失（△） △5,369

四半期純損失（△） △458,859
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,596,508

減価償却費 326,811

のれん償却額 105,447

貸倒引当金の増減額（△は減少） 264,990

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,684

受取利息及び受取配当金 △9,280

支払利息 155,606

持分法による投資損益（△は益） △648

固定資産除却損 1,819

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 131,641

関係会社株式売却損益（△は益） 282,624

契約解除損失 334,365

売上債権の増減額（△は増加） △284,013

たな卸資産の増減額（△は増加） 7,186

仕入債務の増減額（△は減少） 354,704

その他 612,634

小計 691,068

利息及び配当金の受取額 1,505

利息の支払額 △158,967

法人税等の支払額 128,222

営業活動によるキャッシュ・フロー 661,828

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 10,038

定期預金の預入による支出 △200,000

有形固定資産の取得による支出 △483,850

無形固定資産の取得による支出 △45,716

投資有価証券の売却による収入 142,590

関係会社株式の取得による支出 △8,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△85,790

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

269,963

短期貸付金の増減額（△は増加） △110,806

貸付金の回収による収入 20,461

その他 15,864

投資活動によるキャッシュ・フロー △475,245
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(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △303,882

長期借入れによる収入 400,000

長期借入金の返済による支出 △477,532

社債の償還による支出 △53,500

リース債務の返済による支出 △167,019

配当金の支払額 △27,293

自己株式の売却による収入 48,879

財務活動によるキャッシュ・フロー △580,348

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △393,765

現金及び現金同等物の期首残高 919,878

現金及び現金同等物の四半期末残高 526,112
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

　当社グループにおける当第２四半期連結会計期間末現在の四半期連結

貸借対照表上の短期借入金（１年以内返済予定長期借入金含む）は

5,675,864千円であり、一方で、当第２四半期連結会計期間末現在の四半

期連結貸借対照表上の現金及び預金は726,112千円であります。

　上記短期借入金の内、金融機関数社とのコミットメントライン契約に基

づく借入金残高2,542,500千円については、平成20年11月28日に到来した

返済期日後の契約延長等に関する諸条件に関し、主要金融機関との交渉

が継続中であることから、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在し

ております。

 

①営業キャッシュ・フローの拡大

当第２四半期連結会計期間の連結営業キャッシュ・フローは628,872

千円の黒字となっております。今後、グループ経営におけるコア事業へ

の集約及び子会社の売却や大幅なコスト削減を含む合理化を積極的に

推し進めることにより営業キャッシュ・フローを増大させ、返済原資の

確保を図るとともに、約定返済を進めることで財務基盤の強化に努めて

まいります。

②金融機関との交渉

当第２四半期連結会計期間末現在、コミットメントライン契約を締結
している全金融機関と、新たな契約を締結するための交渉を継続してお
ります。また、コミットメントライン契約を締結している金融機関以外
の既存取引金融機関及び新規の金融機関との間におきまして、新たな長
期資金の借入を行うべく積極的に交渉を進めております。
③自己資本の拡充
当第２四半期連結会計期間末現在、事業会社等との間において事業提
携も視野に入れた第三者割当増資を含めた資本提携等の交渉を引き続
き行っております。借入金の返済原資を確保するとともに安定した財務
基盤を確立するため、当該第三者割当増資等の実行を早急に推し進め、
自己資本の拡充を図ってまいります。
 
　四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このよう
な重要な疑義の影響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日)

１　連結の範囲に関する事項

の変更

(1)連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、㈱IW
ビジネスパートナーズ（IMJビジネス
コンサルティング㈱より商号変更）の
株式取得に伴い連結の範囲に含めてお
ります。また、㈱TWレストランツは全株
式を売却したことにより連結の範囲か
ら除外しております。
　なお、連結子会社である㈱日本アシス
トの新設分割により㈱ワールドソ
リューションズが連結の範囲に含ま
れ、また、㈱ジャパン・ネットワーク・
ソリューションズは、㈱ワールドサプ
ライに吸収合併されたため、連結の範
囲から除外しております。

(2)変更後の連結子会社の数

11社

２　会計処理基準に関する事

項の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方

法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資

産については、従来、主として最終仕入

原価法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準第９号　平成18年７月

５日）が適用されたことに伴い、主と

して最終仕入原価法による原価法（貸

借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法）により算

定しております。 

　これによる損益に与える影響は軽微

であります。
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【簡便な会計処理】

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　貸倒実績率等が前連結会計年度に算

定したものと著しい変化がないと認

められる場合に、前連結会計年度の決

算において算定した貸倒実績率等を

使用して算定しております。

２　固定資産の減価償却算定

の方法

　減価償却の方法として定率法を採用

している固定資産については、連結会

計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定しております。

３　繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に

関して、前連結会計年度末以降に経営

環境等、又は、一時差異等の発生状況に

著しい変化が認められる場合に、前連

結会計年度において使用した将来の業

績予測やタックス・プランニングに当

該著しい変化の影響を加味したものを

利用しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期

連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。 

　なお、法人税等調整額は、法人税等に

含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年６月30日)

※１　担保資産及び担保付債務

１　責任財産限定債務（ノンリコースローン）

(1）担保に供している資産

信託不動産 1,603,946千円

土地 647,036千円

※１　担保資産及び担保付債務

１　責任財産限定債務（ノンリコースローン）

(1）担保に供している資産

土地 647,036千円

(2）担保付債務

短期借入金 37,580千円

長期借入金 1,748,095千円

(2）担保付債務

短期借入金 10,000千円

長期借入金 462,500千円

　本債務は、上記(1)の担保提供資産を含む㈲ＶＷ

Ｌ、㈲ＶＷＬ瀬戸２を対象に融資されたもので、返

済は同社の保有資産の範囲内に限定されるもので

あります。

 

　本債務は、上記(1)の担保提供資産を含む㈲ＶＷＬ

瀬戸２を対象に融資されたもので、返済は同社の保

有資産の範囲内に限定されるものであります。

 

２　上記以外の債務に対する担保提供資産

(1）担保に供している資産

現金及び預金 200,000千円

受取手形及び売掛金 628,632千円

建物及び構築物 402,156千円

土地 396,924千円

２　上記以外の債務に対する担保提供資産

(1）担保に供している資産

受取手形及び売掛金 490,372千円

建物及び構築物 4,640千円

土地 69,845千円

(2）担保付債務

短期借入金 785,000千円

長期借入金 1,747,500千円

 

(2）担保付債務

短期借入金 393,674千円

長期借入金 13,037千円

 

※２　信託不動産の内訳は次のとおりであります。

建物及び構築物 972,481千円

土地 629,843千円

その他 1,620千円

 

―――

※３　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 80,484千円

※３　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 77,203千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当

貸倒引当金繰入額

430,059千円

2,660千円

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当

貸倒引当金繰入額

202,292千円

2,660千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年12月31日)

１　現金及び現金同等物の四半期期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 726,112千円

預入期間が３か月超の定期預金 △200,000千円

現金及び現金同等物 526,112千円

 

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　

至　平成20年12月31日)

１　発行済株式の種類及び総数

普通株式 59,698株

　

２　自己株式の種類及び総数

普通株式 280株

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年９月26日
定時株主総会

普通株式 31,193 550平成20年６月30日 平成20年９月29日 利益剰余金
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　
当第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日) (単位：千円)

３ＰＬ事業
人材アウトソー
シング事業

コンサルティン
グ事業

納品代行事業 金融事業

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,980,016374,048 128,1452,536,39096,526

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

115,724 2,654 － 370,038 7,702

計 2,095,740376,702 128,1452,906,429104,228

営業利益又は営業損失(△) △ 159 △ 7,637△ 16,291 184,654 22,362

リサイクル事業 その他事業 計 消去又は全社 連結

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

407,087 284,8785,807,092 － 5,807,092

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

－ 5,134 501,253(501,253) －

計 407,087 290,0126,308,346(501,253)5,807,092

営業利益又は営業損失(△) 117,028△ 12,977 286,980(307,118)△ 20,138

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分の主な事業内容

(1) ３ＰＬ事業……顧客倉庫センターの運営業務の請負、貨物運送、物流倉庫の賃貸借等

(2) 人材アウトソーシング事業……人材派遣、業務請負、労務管理システムの企画・開発・販売等

(3）コンサルティング事業……情報化戦略に関する企画、設計コンサルティング業務、物流関連システムの企画

開発等

(4) 納品代行事業……百貨店向け検品・納品代行等

(5) 金融事業……ファンド運用、リース業及び貸金業

(6）リサイクル事業……リサイクルパレットの製造・販売

(7）その他事業……ビジネスサポート事業
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当第２四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日) (単位：千円)

３ＰＬ事業
人材アウトソー
シング事業

コンサルティン
グ事業

納品代行事業 金融事業

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,812,300782,460 193,0164,718,234116,426

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

243,784 7,647 － 572,260 17,740

計 4,056,084790,107 193,0165,290,494134,166

営業利益又は営業損失(△) △ 15,377△ 16,235△ 45,806 180,128 38,849

リサイクル事業 その他事業 計 消去又は全社 連結

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

803,369 843,06111,268,867 － 11,268,867

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

50 5,523 847,006(847,006) －

計 803,419 848,58512,115,874(847,006)11,268,867

営業利益又は営業損失(△) 223,100△ 10,224 354,435(636,720)△ 282,285

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分の主な事業内容

(1) ３ＰＬ事業……顧客倉庫センターの運営業務の請負、貨物運送、物流倉庫の賃貸借等

(2) 人材アウトソーシング事業……人材派遣、業務請負、労務管理システムの企画・開発・販売等

(3）コンサルティング事業……情報化戦略に関する企画、設計コンサルティング業務、物流関連システムの企画

開発等

(4) 納品代行事業……百貨店向け検品・納品代行等

(5) 金融事業……ファンド運用、リース業及び貸金業

(6）リサイクル事業……リサイクルパレットの製造・販売

(7）その他事業……ビジネスサポート事業、外食事業
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高がないため記載しておりません。

　

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)

その他有価証券で時価のあるもの

　

取得原価(千円)
四半期連結貸借対照表
計上額(千円)

差額(千円)

①　株式 10,506 5,718 △ 4,788

②　債券 ― ― ―

③　その他 1,360 921 △ 439

合計 11,866 6,639 △ 5,227

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)

前連結会計年度末と比べて著しい変動が認められないため記載を省略しております。

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　ストック・オプションの各権利者の権利放棄に伴う利益計上額及び科目名

新株予約権戻入益（特別利益）　　　　30,372千円

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年６月30日)

１株当たり純資産額 82,252.40円１株当たり純資産額 113,223.73円

　

２　１株当たり四半期純損失等

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失 △27,953.63円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式がない
ため記載しておりません。
 

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年12月31日)

四半期純損失（千円） △1,617,846

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式に係る四半期純損失（千円） △1,617,846

期中平均株式数（株） 57,876

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失 △7,772.51円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式がない
ため記載しておりません。
 

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

四半期純損失（千円） △458,859

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） △458,859

期中平均株式数（株） 59,036
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(重要な後発事象)

株式会社ワールドサプライの譲渡及び佐川急便株式会社との業務提携の締結

当社は、平成21年1月26日開催の取締役会において当社連結子会社である株式会社ワールドサプラ

イ（以下ワールドサプライ）の全株式を佐川急便株式会社（以下佐川急便）へ譲渡することを前提

として、当社、佐川急便、ワールドサプライの包括的業務提携を検討する基本合意書の締結を決議し

ました。

1.基本合意の目的

百貨店業界を取り巻く経済環境は厳しく、ワールド・ロジグループとして事業シナジーを出してい

くことよりも、納品代行事業のようなアセット型の３PL事業を大手運送事業者へ委ね、且つ包括的なア

ライアンスを組むことにより、クライアントをはじめ当社およびワールドサプライに多大なメリット

があると判断いたしました。

2. 譲渡する子会社の概要(平成20年６月30日現在）

① 商号    　　　 株式会社ワールドサプライ

② 代表者　　　   代表取締役 大原 泰夫

③ 本店所在地　　 東京都港区港南二丁目15 番1 号

④ 設立年月　　 昭和26 年5 月

⑤ 主な事業内容　 納品代行事業

⑥ 事業年度の末日 6 月30 日

⑦ 従業員数　　　 379名

⑧ 資本金の額　　 4億4,132万円

⑨ 発行済株式数　　624 万6,892 株

⑩ 大株主構成および所有割合　ワールド・ロジ㈱ 97.3%、個人株主 他 2.7%

3.譲渡先の概要

① 商号    　　　 佐川急便株式会社

② 代表者　　　   代表取締役社長 栗和田 榮一

③ 本店所在地　　 京都市南区上鳥羽角田町68 番地

④ 設立年月　　 昭和32 年3 月

⑤ 主な事業内容　 宅配便など各種輸送にかかわる事業

⑥ 事業年度の末日 3月20 日

⑦ 従業員数　　　 36,236 名

⑧ 資本金の額　　 112 億7,500 万円

⑨ 大株主構成および所有割合　ＳＧホールディングス㈱ 100％

4.譲渡株式数、譲渡価格および譲渡前後の所有株式の状況

  平成21年２月16日　売買契約ならびに業務提携契約締結（予定）

　

(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

ワールド・ロジ株式会社

取締役会　御中

　

アスカ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　福　　島　　正　　己　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　法　　木　　右　　近　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているワー

ルド・ロジ株式会社の平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間(平成20年７月１日から平

成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ワールド・ロジ株式会社及び連結子会社の平

成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

１．　継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況に記載されているとおり、会社グループにおける当第

２四半期連結会計期間末現在の四半期連結貸借対照表上の短期借入金(一年以内返済予定長期借入金を含む)

は、5,675,864千円であり、一方で、当第２四半期連結会計期間末現在の四半期連結貸借対照表上の現金及び預

金は726,112千円である。上記短期借入金の内、金融機関数社とのコミットメントライン契約に基づく借入金

残高2,542,500千円については、平成20年11月28日に到来した返済期日後の契約延長等に関する諸条件に関

し、主要金融機関との交渉が継続中であることから、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在している。当

該状況に対する経営計画等は当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成

されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務諸表には反映していない。

　

２．　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成21年1月26日開催の取締役会において、連結子会社で

ある株式会社ワールドサプライの全株式を佐川急便株式会社へ譲渡することを前提として、会社、佐川急便、

ワールドサプライの包括的業務提携を検討する基本合意書の締結を承認した。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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